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社会政策としてのキャリア教育
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１ は じ め に

）
バブル崩壊以

きており，若者

なってきている

このような状

労や失業に関す

少子高齢化が進

ことの社会的恐

後，景気の低迷を背景に，「

が新規学卒労働市場を通過し

。

況を受けて，近年，学校現場

る議論が活発に行われ，数多

む中で，若者が社会を支える

怖
）
が，この問題を

間断のない」学校から職業へ

て，良好な雇用機会を確保す

は言うに及ばず，研究者，行

くの実証研究や政策提言が発

重要な仕事に就いていくため

たらしめていると言っても過

の移行過程が溶解して

ることが極めて困難に

政機関の間で若者の就

表されるに至っている。

のキャリアを歩めない

言ではないであろう。

本稿の目的は

方策として期待

ア教育の推進に

を題材に，社会

キャリア教育と

ものであるとい

り様のいかんを

域と考えられよ

，今後も予想される厳しい雇

されるキャリア教育について

関する総合的調査研究協力

政策としてのそれを読み解く

いう教育改革プログラムを経

ってもよい。また，キャリア

規定する１つの営みであると

う。

用状況の中で，若者のキャリ

，特に直近のパブリック・コ

者会議中間まとめ
）
」（以下，「中

視点を提示することにある。

済学的に解釈することで相対

教育が労働市場における労働

すれば，それは労働市場論に

ア形成を支援していく

メントである「キャリ

間まとめ」と略記する）

換言すれば，本稿は，

化し，その意義を探る

力供給の適応形態のあ

とっても重要な関連領

以下では，キ

上で（３節），社

ャリア教育とその日本的背景

会政策としてのキャリア教育

を概観し（２節），「中間まと

を読み解く視点を提示してい

め」の内容を吟味した

く（４節）。

（ ）



社会政策と

２ キャ

してのキャリア教育（平尾）

リア教育とその背景

キャリア教

する新しい教

あり
）
，その理

育の運動が

育（ ）とは，

育改革プログラムの総称で

論的基礎を築き，実践運動

（ ）からキャリ

フォーマルなかたちで認識さ

（ ）が出版されている。さ

年代前半のアメリカに端

ある。キャリア教育の草分け

の中心的人物となったのが

ア教育の生い立ちを確認すれ

れ始め， 年にキャリア

らに，キャリア教育の意義に

を発する進路や職業に関

的存在が で

だとされている。

ば， 年にキャリア教

教育に関する最初の著作

ついて，国民的なコンセ

ンサスを得る

かる。また，

次のようなも

「キャリ

そして，個

の諸価値が

とを目的と

このアメリ

ための試みが政策文書の中に

草創期のキャリア教育の定

のである。

ア教育とは，労働志向的な社

々人に可能性を与え，有意味

満たされるために，全ての個

した公教育とコミュニティー

カでのキャリア教育の展開を

初めて報告されたのが

義を （ ， ）に

会における諸価値を個々人の

で，満足できるような労働

人がそれらの諸価値を熟知

の総力的な努力である。」

細部にわたって検討するこ

年代の中頃であることがわ

確認しておけば，それは

人格と統合するために，

によって生活の中でそれら

していけるよう援助するこ

とは，本稿の課題を超えて

いるが，高

年代の職業教

教育運動の

て」きたと

ー・プログラ

あるキャリア

では，その

口明久（ ， 頁）の言葉を

育改革運動やマンパワー・プ

枠を超えて，全ての学校教育

いうことができる。すなわち

ム
）
が成功に至らず，若年層の

教育の振興が強調されていっ

当時，日本においてキャリア

借りれば，アメリカにおける

ログラムの展開の帰結であ

階梯を労働の世界に再志向さ

， 年代に行われた一連の

失業が社会問題化する中で

たのである。

教育は，どのような文脈で

キャリア教育運動は「

ると同時に，伝統的な職業

せる運動としてあらわれ

職業教育改革やマンパワ

，より包括的な教育改革で

論じられていたのであろう

か。結論から

キャリア教育

クロ経済的に

の「効率的な

された日本的

日本におい

足基調による

述べれば， 年代からバブ

が日本で大々的に論じられる

は良好な労働市場状況，社会

分離」の形成
）
によるところが

雇用慣行がその必要性を生み

てキャリア教育が大きく議論

企業労務管理の変化，すなわ

ル崩壊まで，一部の研究者

ことは，ほとんどなかった

システム的には知識の経済

大きい。逆の見方をすれば

出さなかったともいえるで

されなかった労働市場要因

ち，労働力の定着管理の結

や進路指導の現場を除けば，

といってよい。それは，マ

効率性からみた学校と企業

，高度成長期を通じて形成

あろう。

は，高度成長期の労働力不

果としての新規学卒労働市

場の制度化，

校から職業へ

卒者を労働

「労働力需給

労働市場が学

率性における

および企業内部における教育

移行させる世界的にも特異な

市場へと送り込む役割を果た

調整」方式
）
である。また，技

卒者の画一的な通過場所とし

学校と企業の「効率的な分離

訓練体系の確立にある。大

労働市場の制度化を強固な

した職業安定法 条および

術革新による職種の職務への

て成立したことは，社会シ

」が形成されたことを意味

多数の学卒者を間断なく学

ものにしたのは，全国の学

条
）
であり，職業安定所の

分解と同時に，新規学卒

ステムとして知識の経済効

する。

（ ）



しかし，既に

解により，学校

高度成長期以後

立命館経済

述べたように，近年では，こ

と企業の「効率的な分離」の

，良好な雇用状況を謳歌して

学（第 巻・第３号）

れら「間断のない」学校から

システムが機能しなくなって

きた日本労働市場も欧米に倣

職業への移行過程の溶

きている。その結果，

うように，若年層の就

業問題を抱える

もこの一方策と

っている。

次節では，キ

し，社会政策と

に至っている。これに対して

して， 年代のアメリカに

ャリア教育に関する直近の

してのキャリア教育を考える

３ 「中間ま

は，様々な方策が提唱されて

見たように，近年，その可能

パブリック・コメント（「中間

ための準備を行っていこう。

とめ」の構成と概要

いるが，キャリア教育

性に大きな注目が集ま

まとめ」）の内容を吟味

「キャリア教

題が顕在化する

設計能力など社

あり方，および

月 日に発足し

から構成され，

育の推進に関する総合的調査

中で，学校教育において人間

会人・職業人としての基礎的

その推進方策等についての総

ている。会議は，学識経験

実施期間は 年３月 日

研究協力者会議」は，若者の

関係形成能力，進路選択能力

な資質・能力の育成を行うた

合的な調査研究を行うことを

者等 人の委員と２人のオブ

までとなっている。今回の「

就労をめぐる様々な問

，意思決定能力，将来

めに，キャリア教育の

趣旨として， 年

ザーバー（厚生労働省）

中間まとめ」は，「児童

生徒一人一人の

れたものである

「中間まとめ

なるため長いも

はじめに（本

第１章 キャ

勤労観，職業観を育てるため

。

」の構成と概要は以下の通り

のに限り「 」で明示するに

協力者会議における検討の視点と

リア教育が求められる背景

に」という副題が付され，

である。なお，「中間まとめ」

とどめている。

その内容）

年７月 日に発表さ

からの引用は，煩雑に

第２章 キャ

第３章 キャ

第４章 キャ

「はじめに」

て自立していく

の在り方を見直

リア教育の意義と内容

リア教育の基本方向と推進方

リア教育を推進するための条

では，まず，進路をめぐる環

ことができる教育を推進して

していくことの必要性が提起

策

件整備

境が大きく変化する中で，子

いくために，キャリア教育の

される。そして，生涯にわた

どもたちが社会人とし

視点から我が国の教育

るキャリア形成の基盤

を培う場として

の基本的な方向

係者等に対する

続く第１章で

急激な社会環境

ている。

重要な意味を持つ初等中等教

について総合的に検討するこ

キャリア教育推進のための提

は，キャリア教育が求められ

の変化と，社会の成熟等によ

をめぐる課題とし

育に焦点を当てながら，そこ

と，さらには，この「中間ま

言であることが明示される。

る背景として，大きくは

る子どもたちの生活・意識の

ては，グローバル化による競

におけるキャリア教育

とめ」が学校や教育関

をめぐる

変容の２点が挙げられ

争の激化や景気の低迷

（ ）



の中で起こっ

身の勤労観や

して指摘して

社会政策と

ている企業の人事管理の変化

広い意味での職業的スキルの

いる。また，子どもたちの生

してのキャリア教育（平尾）

に伴う求人の著しい量的減

低下による労働需給の質的

活・意識の変容については

少を指摘しながら，若者自

ミスマッチをもその要因と

，成熟した社会では人々の

人生観や価値

難であること

第２章では

人が生涯に

働くこととの

いる
）
。その本

し得ない」と

観が多様であるが故に，勤労

と，少子化や高学歴化に誘発

，キャリアとキャリア教育の

わたって遂行する様々な立場

関連付けや人生における働く

質は「個人と働くこととの関

ころにあり，このことをキ

観，職業観の形成・確立と

されるモラトリアム傾向に

詳細な概念規定が行われる

や役割の連鎖」，またその連鎖

ことへの価値付けの過程及

係の上に成立する概念であ

ャリアが他の類似概念（例えば

いった発達課題の達成が困

その要因を求めている。

。まず，キャリアは「個々

の中で展開する「自己と

びその累積」と定義されて

り，個人から独立して存在

，職業や仕事）と区別され

る最も重要

択・決定して

支援していく

そして，上

を支援し，そ

る教育」と定

達を促す視点

わち，個々の

な点としている。その意味に

いくことができる能力・態度

ことが重要」とされている。

記のキャリア概念に基づき，

れぞれにふさわしいキャリア

義し，キャリア教育が 個の

に立った取り組み， キャリ

キャリア発達の支援に立脚し

おいて，「初等中等教育段階で

を段階的に発達させること

キャリア教育を「児童生徒

を形成していくために必要

自立を促す視点からの教育

ア発達の支援という観点か

た学校教育改革の推進を可

は，自らでキャリアを選

，つまり，キャリア発達を

１人ひとりのキャリア発達

な意欲・態度や能力を育て

改革， 全人的な成長・発

らの教育課程の改善，すな

能とすることにその意義を

見出している

ことから，普

。また，キャリア教育の範囲

通教育，専門教育，特別活動

という点では，それに関連

等の全てにわたることが示

する事項が相当数にのぼる

されている（図１）。

さらに，活

係，相違につ

る。しかし，

った意識や姿

せることのみ

が不十分であ

動内容や方法，目標等におい

いては，進路指導も職業教育

進路指導においては，これま

勢が希薄であったこと，また

に重きが置かれ，生徒のキャ

ったことが指摘され，他面で

てキャリア教育と類似する

もキャリア教育の中核をな

で１人ひとりの発達を組織

，職業教育においても，専

リア発達をいかに支援する

キャリア教育が進路指導と

進路指導，職業教育との関

すものであると解されてい

的・体系的に支援するとい

門的な知識・技能を習得さ

かという視点に立った指導

職業教育の取り組みの現状

（ ）



を抜本的に改革

第３章では，

めの方策が述べ

立命館経済

していくために要請されたも

第２章で定義されたキャリア

られている。キャリア教育の

学（第 巻・第３号）

のでもあることを強調してい

教育について，その取り組み

基本方向としては， １人ひ

る。

の基本方向と推進のた

とりのキャリア発達へ

の支援， キャ

力を高める指導

人に立脚したキ

ては，この「中

推進の手引き」

わち， 「能力

の工夫， 体験

リアに関する学習と教科学習

の充実， 自立意識の涵養と

ャリア支援を幅広く行うこと

間まとめ」の提言に基づく具

（仮称）の作成につながる具

・態度」の育成を軸とした学

活動等の活用， 社会や経済

との相互補完性の重視， 職

豊かな人間性の育成，の４点

が企図されている。キャリア

体的な取り組みや事例等を紹

体的な方策が５点にわたって

習プログラムの開発， 教育

の仕組みについての現実的理

業人としての資質・能

が挙げられており，個

教育の推進方策につい

介する「キャリア教育

提示されている。すな

課程への位置付けとそ

解の促進， 多様で幅

広い他者との人

最終章の第４

れたものである

１人ひとりの資

ウンセリングを

カウンセリング

いても，これに

者との連携の推

間関係の構築，である。

章は，キャリア教育を推進す

。その第１は，教員の資質の

質向上はもとより，学校全体

担当する専門性を身に付けた

については，全ての教員が行

関わる基礎知識が得られるよ

進であり，学校と家庭が互い

るために必要な基礎的条件と

向上と専門的能力を有する教

で見たカリキュラム開発能力

教員の養成が提起されている

うことができるようになるこ

うにしていくことが求められ

に積極的に働きかけ，一体と

その整備について書か

員の養成である。教員

の向上やキャリア・カ

。基本的なキャリア・

と，教員養成課程にお

ている。第２は，保護

なって子どもの成長・

発達を支えてい

企業での職場体

ザーの確保が重

体等の関係機関

協議の場を設け

くことが重視されている。第

験やインターンシップ，専門

要課題として提起されている

との連携であり，国や地域の

ることの必要性が述べられて

３は，学校外の教育資源の活

的な知識や情報を持つ社会人

。第４は，ハローワーク，大

各レベルにおいて，学校とそ

いる。

用である。とりわけ，

のキャリア・アドバイ

学・専門学校，経済団

れら諸機関との連絡・

以上が，「中

導や職業教育よ

職業的スキルの

れば，それは，

の展開に関わる

４ キャ

間まとめ」の概要であるが，

りも包括的な方策を用いるこ

育成を支援する教育課程の確

狭い意味での職業キャリア論

キャリア論であるといえよう

リア教育の展開

大筋では，就職環境の変化を

とで，個々人の発達段階に応

立を目指す教育改革というこ

ではなく，広く生活の場面を

。

受けて，従来の進路指

じた勤労観，職業観，

とができよう。換言す

含んだライフサイクル

では，社会政

までもなく，社

策に限らず，関

の重要な対象と

み解く視点を追

そのためには

策としてキャリア教育を読み

会政策とは，国家が労働者保

連領域をも含めて広義に理解

考えられよう。ここでは，「

記というかたちで示しておき

，まず， と

解くと，いかなる提起が可能

護のために行う諸政策の体系

すれば，教育，とりわけ，キ

中間まとめ」の内容を相対化

たい。

いう局面における労働市場と

なのであろうか。言う

である。これを労働政

ャリア教育は社会政策

し，キャリア教育を読

学校，児童生徒の関係

（ ）



を需給構造と

潜む諸課題を

今，この関

社会政策と

して把握しておくことが有益

浮き彫りにしてくれるからで

係を図示すれば，図２のごと

してのキャリア教育（平尾）

であろう。なぜなら，実態

ある。

く表すことができる。戦後

的な関係構造は，その裏に

の日本社会においては，職

業安定所の管

の進路指導

（ ）など

業への移行と

でいえば教育

る社会政策と

位置づけられ

理の下に，潤沢ともいえる各

が質量ともに高いジョブマッ

幾多の先行研究が明らかにし

いう前提が崩れつつある中

供給）を論じるのみでは，やは

しての役割がその有用性を発

，教育実践においてもその目

企業の求人が学校へと向か

チングを達成してきたという

てきたことである。しかし，

で，若者のキャリアを支援す

り不十分と言わざるを得な

揮するためには，社会シス

的と関係性が明確に意識さ

い，選抜・配分装置として

ことは，既に苅谷剛彦他

「間断のない」学校から職

るのにキャリア教育（図２

い。キャリア教育に内在す

テムの中でそれが有機的に

れている必要がある。それ

は，キャリア教育が学校教育のみで貫徹する教育ではないことからも明らかであろう。

その意味に

から６点指摘

おいて，以下では，図２より

しておきたい。第１ ３は，

明らかになるキャリア教育

それぞれの主体に関わるも

の課題を，社会政策の視点

のであり，第４ ６は，図

２のような関

第１は，労

教育論の中に

能力開発が必

据え置く必

た労働力供給

経済社会の安

係構造がさらに有機的に機能

働需要の実態的把握である。

その視点が埋没しがちになる

要とされているのかといった

要がある。「中間まとめ」をは

の質的側面を論じているに過

定を保つためには労働需要に

するためのものである。

キャリア教育やその方策を

が，具体的にどのような労

労働市場における需要の構

じめ多くのキャリア教育論は

ぎない。若年層の厳しい雇

対しての質的かつ量的な対

論じる場合，ややもすれば

働需要に基づき，いかなる

造をキャリア教育の根底に

，いわば教育供給を通し

用情勢を抜本的に打開し，

応が必要不可欠であるし
）
，

ワークシェア

内容における

このような

が予想される

育を行うこと

重なる
）
ことな

リング等の労働政策との連結

「労働と教育の交錯」は成り

論点を提示すると「経済に従

が，これに対しては，教育を

は別物であること，他方，

しにはキャリア教育が机上の

も極めて重要な課題である

立ち得ないと言っても過言

属的な教育は望ましくない

行う主体が労働需要を把握

教育と経済（労働）が連続的に

空論に終わりかねないこと

。これをなくしては，教育

ではないであろう。

」との批判が出てくること

していることと従属的な教

つながり，かつ重層的に

を強調しておきたい。

（ ）

 



第２は，学校

師が自らに内在

ついて広く理解

立命館経済

の問題として挙げられるが，

するキャリアの発達を相対化

するということである。指導

学（第 巻・第３号）

「職業人としての教師」の養

し，職業人としての自己を確

者としての教師の資質向上

成である。それは，教

立することで，職業に

については，「中間まと

め」でも述べら

教師教育もまた

ることを鑑みれ

形成していくた

欠である。その

それには，大学

れよう。

れているが，職業人として広

必要となってこよう。キャリ

ば，キャリア教育の制度的展

めには，指導者としての教師

意味では，教員のスキルをキ

での教員養成課程と継続教育

い視野を持ち，多様な経験を

ア教育が学校の枠組みからフ

開とともに，学校現場の実践

と同時に「職業人としての教

ャリア段階に応じて開花させ

を融合というかたちで組織化

有することを企図した

レキシブルな教育であ

的展開としてのそれを

師」の資質向上が不可

る仕組みが必要であり，

していくことが求めら

第３は，児童

涯学習システム

た職業的スキル

くされることが

際的な生涯職業

関係では，フロ

発システムとキ

第４は，階層

・生徒・学生の学卒後の課題

との連携についてである。

は，不断の技術革新という状

予想される。それ故，初等中

能力開発へと結びつくことを

ント・エンド・モデルの枠を

ャリア教育の制度的結合が求

的な視点である。階層と学力

として立ち現れてくる，キャ

今後，いわゆる初期教育（

況下で，リフレッシュやブラ

等教育におけるキャリア教育

企図しておくことが必要であ

超えたキャリア教育の視点，

められる。

が密接な相関を持つことは，

リア教育と職業的な生

）で培われ

ッシュアップを余儀な

においては，それが実

る。生涯学習社会との

すなわち，職業能力開

もはや周知の事実であ

るが，階層と教

サルなキャリア

を得ない
）
。キャ

初期教育におい

重要な意味を持

く念頭において

る。この点につ

育の関係を軽視し，児童生徒

教育は，学歴段階が上がるほ

リア教育が

て格差を抑えることのできる

っている。「中間まとめ」が

いることを鑑みれば，児童生

いては，データの収集やプラ

の裏に隠れる階層差の実態把

どその効果を減じる危険性を

という教育の階層差

教育改革と見通されるだけに

個々人のキャリア発達に基づ

徒の社会的属性を無視するこ

イバシーの保護に細心の注意

握を行わないユニバー

孕んでいると言わざる

をいくらかでも緩和し，

，この階層の視点は，

いたキャリア教育を強

とはできないはずであ

を払うのは当然のこと

であるが，学歴

キャリア教育の

第５は，地域

が他面で，労働

おく必要がある

ことを考えれば

いるといえよう

段階と階層によってどのよう

成功はおぼつかないものとな

間格差である。地域の差異を

市場における就業機会の地理

。学卒後の就業機会や職業能

，図２の関係構造は，その裏

。キャリア教育の内容につい

に課題を設定すればよいのか

ってしまおう。

「地域の特性」と理想的に語

的不均等という格差を内包し

力開発が地域の産業や生活構

に地域間格差の問題が潜在し

ても，先進的な一部の事例が

が不明瞭なままでは，

るのみではなく，それ

ていることを認識して

造と密接な関係にある

たかたちで立ち現れて

他所でも普遍的な通用

性を持つとは限

けるという意味

要であろう。

第６は，ジェ

バイアスを労働

ために欠かせな

らない。少なくとも，キャリ

において，「地域の特性」の

ンダーの視点である。この点

志向的な教育改革であるキャ

いものである。逆説的にいえ

ア教育が労働市場の地域間格

裏に潜む「地域間の格差」を

は，労働市場において強固に

リア教育が強化していく結果

ば，キャリア教育は，労働志

差を補強することを避

認識しておくことが重

存在するジェンダー・

を導かないようにする

向的な教育改革である

（ ）



が故に，社会

可能性を秘め

て，労働市場

社会政策と

の根底において働く上でのジ

ているといえよう。さらには

のジェンダー・バイアスを解

してのキャリア教育（平尾）

ェンダー・バイアスを取り

，キャリア教育が生涯職業

消していくという可能性に

除いていく役割を担い得る

能力開発を経ることによっ

おいても，ジェンダーの視

点をキャリア

以上，キャ

に，その背景

教育に追記しておく必要があ

５

リア教育を読み解く視点を，

をも鑑みながら考察してきた

る。

お わ り に

キャリア教育推進の提言で

。そこから，キャリア教育

ある「中間まとめ」を題材

が「労働と教育の交錯」を

教育内容のレ

ア教育には，

まれているこ

ただ，現代

らにいくらか

訓練政策につ

新しい教育訓

り，一筋縄に

ベルで実現可能たらしめる教

国家が労働者保護のために行

とも見て取ることができた。

日本のキャリア教育それ自体

の視点を獲得しなければ，多

いては，時代状況を背景とし

練のあり様が提起され続ける

いくものでもない。

育改革であることが確認で

う諸政策の体系である社会

がなしえんとする課題は，

くの問題を抱えることにな

ながら，その評価が低下し

ことは，先進各国の歴史が

きた。また同時に，キャリ

政策としての役割が埋め込

４節でも指摘した通り，さ

りかねない。加えて，教育

，危機に陥れば陥るほど，

教えてくれるところでもあ

しかし，キ

会政策として

の体系化がキ

（付記）

本稿の草稿

について建設

ャリア教育が担おうとする課

の役割など，その重要性が減

ャリア教育の今後の課題とし

を経済学会共同研究会において発

的なアドバイスを頂いた。ここに

題は，労働と教育が交錯す

じられるものではない。そ

て残されていよう。

表した際，横山政敏先生，佐藤

記して感謝申し上げたい。ただ

ることの有用性，また，社

の意味では，実践的な展開

卓利先生から今後の研究課題

し，本稿の記述に関する責任

は，全て筆者

） 戦後

（

） この

年

） この

に帰するものである。

の我が国における「間断のない

）を参照されたい。

点は，研究会職場の人権「シン

９月 日）におけるパネラーの

「キャリア教育の推進に関する

注

」学校から職業への移行の制度化

ポジウム 若者たちの失業と就業

熊沢誠氏（甲南大学教授）の発言

総合的調査研究協力者会議中間ま

過程については，苅谷剛彦他

をめぐって」（於明治大学，

から示唆を得ている。

とめ」については，文部科学

省のホ

） 有名

） 経済

を中心

よう。

） 矢野

おいて

ームページで全文を入手できる

な著作としては，例えば，

成長を達成するための最適な教

に世界的な影響力を持った。代

和（ ， 頁）を参照。「

均質的な高い基礎学力を身につ

。

（ ）が挙げられよう。

育を策定するのがマンパワー理論

表的な研究として，

効率的な分離」とは，労働者が単

けた上で，就社後，企業組織内部

である。 年代，アメリカ

（ ）が挙げられ

線型に整備された学校教育に

において を中心に企業

（ ）



特殊的な

） 業安定

める時は

立命館経済

スキルを獲得していくことを意味

法 条の２で，職安は学校と協力

，その業務の一部を学校に分担さ

学（第 巻・第３号）

している。

して職業紹介を行うこととされ

せることができると 条の３に

ているが，職安が必要と認

規定されている。また，同

法 条の

の生徒，

に形成さ

） 当時の

） 筆者は

系列変化

職業に関

） 量的な

でもある

２には，いわゆる一条校（小学校

学生，卒業生について無料の職業

れた「間断のない」学校から職業

職業安定所が果たした役割につい

キャリアを「労働者が職業能力の

」と把握している。換言すれば，

する教育訓練の過程も含まれる。

側面について，例えば，「キャリ

玄田有史（ ， 頁）は，次の

，幼稚園を除く）が厚生労働大

紹介事業を行えることが定めら

への移行過程は，同法をその法

ては，苅谷剛彦他（ ）に詳

質を基にしながら労働市場にお

それは「労働移動の履歴」であ

平尾智隆（ ， 頁）を参照

ア教育の推進に関する総合的調

ように述べている。すなわち，

臣に届け出れば，当該学校

れている。戦後の日本社会

的下支えとしている。

しい。

いて行う移動（異動）の時

り，そこには広い意味での

。

査研究協力者会議」の一員

「若年の失業増加を単なる

職業意識

ことを，

本人の希

デフレ克

雇用対策

） 矢野

） 階層と

て挙げら

の変容とみなすのは適当ではなく

過去の先進国の失業の歴史は教え

望にあった就業機会が大量に存在

服対策を進め，需要を拡大するこ

である」と。

和（ ， 頁）から示唆を得た

教育の問題に関しては，例えば，

れよう。

，大量の若年失業は，景気の回

ている。職業意識の啓発だけで

しない限り，若年の失業増加は

とで経済を回復軌道にいち早く

。

苅谷剛彦（ ）がデータに基

復がなければ解消し得ない

はなく，若年の卒業時点で

避けられない。その意味で，

乗せることが，最大の若年

づいた緻密な実証研究とし
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社会政策としてのキャリア教育（平尾）
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